
                                   

大型観光宣伝事業「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」の概要 

                                  平 成 ２ ０ 年 ５ 月 
                                  観  光  課  作  成 

 
１ デスティネーションキャンペーン（DC）とは

  ○ Destination（目的地・行き先）と Campaign（宣伝）という意味の合成語です。 
  ○ 地元観光関係者や地方自治体と JR６社等が協力して実施する大型キャンペーンです。 
  ○ 受け地である地元観光関係者や地方自治体は、観光資源の発掘や開発・大規模なイベントを展

開するなどの受け入れ体制を整備し、JR は開催地を全国に集中的に PR することで、全国から開

催地への送客を図る大型観光キャンペーンです。 
  ○ 前述の事項は、デスティネーションキャンペーン（DC）実施に係る直接的な目的や効果ですが、

この大型キャンペーンを契機として、地域地域が観光に繋がる資源を磨き上げ、官民が一体とな

った観光客の誘致を向上する継続的なシステムを造り上げる（きっかけ作り）ことにあります。 
 

【現状】・従来型の観光では対応できない 
・個性・特色が不足し画一的  観光に対する 

お客様のニーズ
多様化 

 

            キャンペーンを転機として脱皮 
 

① 既存観光資源の更なる魅力付けと見直し 
② 新たな観光資源の開発と受入態勢の整備 
③ 観光客の大量誘致とその定着化（リピーターの確保） 

魅力的な観光エリア

の確立を図る 
 
 
 
 

 
 
  ○ 昭和５３年からスタートしたキャンペーンで、宮城県は１１３回目です。 

２ デスティネーションキャンペーン（DC）の歴史

  ○ 東北地域では過去に、北東北３県が４回 東北６県が１回 秋田県２回 岩手県１回 山形県

５回 福島県４回実施しており、宮城県での単独は初めてです。 
 
 
 
３ 実施時期 
  ○ 平成２０年１０月１日から１２月３１日までの３か月 （秋から初冬） 
 
 
 
４ 全体の推進体制の構図 仙台・宮城ＤＣ推進協議会「8」参照 

 
・観光資源の開発、受入態勢向上 
・観光パンフレットの作成 

観光団体・観光事業者等

 
・地域イベントの開催 
・観光事業者等の指導と調整 
・各市町村内の指導と調整 
・観光資源の開発、魅力アップ 
・観光パンフレットの作成 

市町村 

 
・DC 開催の協力要請（JR に） 
・受け地としての計画策定、整備 
・各市町村の指導と調整 
・県民、市民への啓蒙 
・ｲﾍﾞﾝﾄｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ等観光ﾊﾟﾝﾌ作成 

宮城県・仙台市  
・商品造成・販売 
・集客 
・宣伝 

各旅行会社 

 
・キリンビール 
  ｷﾘﾝﾋﾞﾊﾞﾚｼﾞの商品ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 
・富士フィルム 
  フォトコンテストの開催 
・交通新聞社 
  JR 時刻表、トランベールに掲載 

協賛会社（JR が指定）

 
・ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ地の決定 
・全国規模で集中的に宣伝展開 
・魅力ある商品づくりと集中送客 
・その他 

ＪＲグループ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 期待される効果

  ○ 地域観光の活性化と観光旅客の拡大 
  ○ 自治体、JR、観光事業者等との連携と融和 
  ○ 地方自治体の観光行政の充実 
  ○ 県民の観光行政に対する理解度の向上 
  ○ 地元産業界の活性化 
  ○ 新しい観光素材（資源）の掘り起こし 
  ○ 鉄道利用者の拡大 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

６ DC 成功のカギ

再 地域の隠れた資源の掘り起こし
発 
見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○ 平成１８年１１月１７日設立（会長：宮城県知事）          ※H20.5.9 現在 

  ○ 会員数  自治体等：４６団体（県内３９，県外７）  ○ 賛助会員 ２団体（県外自治体） 
         団  体：(社)宮城県観光連盟等２９団体 
         企  業：１０社                               
          計   ８５団体（社）                ２団体 
      ※平成２０年度より企業２社が会員に加わった。 
  ○ 仙台・宮城ＤＣ推進協議会では，県内８地域に「地域部会」を設置 

     仙南地域部会（大河原地方振興事務所管内 ２市７町） 
     名亘地域部会（仙台地方振興事務所管内のうち，南部の２市２町） 
     仙台地域部会（仙台地方振興事務所管内のうち，名亘地域部会地域を除く３市６町１村） 
     大崎地域部会（北部地方振興事務所管内 １市４町） 
     栗原地域部会（北部地方振興事務所栗原地域事務所管内 １市） 
     登米地域部会（東部地方振興事務所登米地域事務所管内 １市） 
     石巻地域部会（東部地方振興事務所管内 ２市１町） 
     気仙沼地域部会（気仙沼地方振興事務所管内 １市２町） 
  ○ 市町村独自の推進組織設立状況  仙台市等２２市町 
  ○ 予算規模 ３１４，４００千円（H18 から H20 までの全体予算、内宮城県と仙台市は各１億円） 
     平成１８年度   ８，８００千円 
     平成１９年度 １１１，２５０千円 
     平成２０年度 １９４，３５０千円 
  ○ 平成２０年度の主な事業費 

     宣伝・広告事業費(ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ、ﾎﾟｽﾀｰ、車輌ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ、TV CM 等)    １０３，４５０千円 
     誘客対策事業費(ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ、AGT 説明会、ｷｬﾗﾊﾞﾝ、伝統芸能ｲﾍﾞﾝﾄ等）３８，１８８千円 
     受入体勢整備費(荷物配送ｻｰﾋﾞｽ、ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ、二次交通ﾊﾞｽ運行等)     ４４，６５９千円 
      

７ どこをターゲットに誘客するか

８ 仙台・宮城 DC 推進協議会の概要（DC 推進組織）

身近な資源の磨き上げ 


